
２０２１年 ７月 ３０日 

役 員 会 会 議 次 第 

日 本 測 量 者 連 盟 

１． 開 会 

２． 会長挨拶 

３． 議 題 

（１）２０２０年度 事業報告及び決算報告 資料 1 

（２）２０２１年度 事業計画（案）及び予算（案） 資料 2 

（３）その他 資料３ 

４． 閉 会 



 

 （資料 １） 

 

２０２０年度 事 業 報 告 

 

日 本 測 量 者 連 盟 

 

 

年  月  日 

 

内         容 

 

 

２０２０年５月１０日 

    ～５月１４日 

 

 

 

 FIG作業週間（アムステルダム） 

  出席者 齊藤 隆（総幹事） 

 新型コロナウイルス感染症感染防止のため中止 

   

２０２０年７月２１日  令和２年度 監事監査 

 

２０２０年７月２８日 

 

 

 

 

 

 

 役員会 

 ２０１９年度事業報告・決算報告 

 ２０２０年度事業計画（案）・予算（案） 

 約款の一部改正 

 アムステルダム大会中止及び今後の予定について報告 

齋藤総幹事 

 その他 

（LADMに関するハノイ後の動き 第７部会海津委員長） 

 

 

２０２０年９月４日 

 

 

 

 

 

 日本測量者連盟分科会委員長との意見交換会 

    各分科会委員長活動報告 

 出席者  齊藤 隆(総幹事)  各分科会委員長 他 

 

 

 

 

 

 

 



日本測量者連盟

自 2020年4月  1日
至 2021年3月31日

科　　目 予　算　額 決　算　額 比較増減
〔収入の部〕

団体会費 600,000 600,000 0

法人会費 75,000 75,000 0

個人会費 58,000 66,000 8,000

預金利息 160 173 13

収　入　計 733,160 741,173 8,013

〔支出の部〕

FIG旅費 70,945 16,820 △ 54,125

JFS旅費 0 37,300 37,300

郵送料 5,000 3,696 △ 1,304

会議費 25,000 21,372 △ 3,628

事務委託費 300,000 300,000 0

FIG会費 186,461 176,461 △ 10,000

手数料 20,000 18,140 △ 1,860

支　出　計 607,406 573,789 △ 33,617

当期増減 125,754 167,384 41,630

前期繰越金 1,252,503 1,252,503 0

次期繰越金 1,378,257 1,419,887 41,630

貸借対照表
2021年3月31日現在

流動資産
前期繰越金 次期繰越金 増減

現金 884 380 △ 504
郵便振替 297,375 296,235 △ 1,140
三井住友 950,193 1,419,059 468,866
きらぼし　普通 4,051 4,213 162

計 1,252,503 1,719,887 467,384

流動負債
未払金 0 300,000 300,000

流動資産　－　流動負債 1,419,887 167,384

特別積立金
きらぼし　定期 2,000,000 2,000,000 0

流動資産　－　流動負債　+　特別積立金（定期） 3,419,887 167,384

監査の結果、適正に処理されていると認めます。
　　令和　　３年　　７月　２６日

監事 阿　部　　　　 薫 　　㊞

監事 宮　山　　博　文 　　㊞

郵便振替、三井住友

意見交換会 交通費

日本郵便：会費請求送料、監査依頼文送料

監査･役員会 昼食代

日測協：事務委託費（未払）

2020年度年会費

きらぼし、三井住友

アムステルダム：齋藤　　キャンセル料

収　支　決　算　報　告

備　　考

測専教：100、日測協300
研修ｾﾝﾀｰ：50、土地家屋：150

㈱ﾘﾌﾟﾛ、ﾎｺﾀ設計ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱ 他

計33口（＠2,000円）



令和3年役員会における監査報告 

令和3年７月30日 

監事の 宮山 でございます。  

監査結果のご報告をいたします。 

去る７月２6日、日本測量協会に於いて 阿部
あ べ

  薫
かおる

 、宮山
みややま

  博文
ひろふみ

 

の２名は、日本測量者連盟の監事として、2020年4月1日から2021

年3月31日までの会計帳簿等の監査をいたしました。  

その結果、適正に処理されていることを確認しましたのでご報告い

たします。



 

  （資料 ２） 

 

２０２１年度 事 業 計 画 
 

日 本 測 量 者 連 盟 

年  月  日 
 

内       容 
 

 

２０２１年６月２０日～ 

     ６月２５日 

  

 

ＦＩＧ作業週間２０２１ 

※新型コロナウイルスの為 Web会議 

 

２０２１年７月２６日 ２０２０年度 監事監査 

 

２０２１年７月３０日 

 

 

 

 

 

 

役員会 

２０２０年度事業報告・決算報告 

２０２１年度事業計画（案）・予算（案） 

その他 

ＦＩＧ作業週間２０２１ 

Ｗｅｂ会議報告 

 

 

２０２１年８月 

 

 

ＦＩＧ作業週間２０２１報告会 

 

 

２０２１年１２月（予定） 

 

 

 

（開催の場合） 

Ｇ空間EXPO に於いて、FIG及びJFSの活動を青年測量者ネッ

トワーク中心にパネル、ビデオ及びリーフレットにより紹

介 

 

 

 

 

ニュ－スレター（発刊予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．収入の部 （単位：円）

2020年度 2021年度 増減額

（B） （B） （B）ー（A）

団 体 会 費 600,000 600,000 0
 研修センター5万，測専教10万 ,
 日測協30万，日調連15万 (4団体)

法 人 会 費 75,000 75,000 0  法人会費　15口（1口5,000円）

個 人 会 費 58,000 66,000 8,000  個人会費　33口（1口2,000円）

預 金 利 息 160 200 40  

合　計 733,160 741,200 8,040

２．支出の部

2020年度 2021年度 増減額 摘　　要

（B） （B） （B）ー（A）

FIG 旅 費 70,945 13,390 △ 57,555 FIG作業週間登録料Web参加

旅 費 0 40,000 40,000 講演会(FIG作業週間2021報告会8月）

郵 送 料 5,000 5,000 0  請求書、他　送料

会 議 費 25,000 60,000 35,000  監査・役員会昼食、報告会等

事 務 委 託 費 300,000 300,000 0  日本測量協会へ支払(2020年度、2021年度)(6/24)

F I G 会 費 186,461 155,527 △ 30,934  FIG本部への納入金20％OFF(2021年度)(4/21)

手 数 料 20,000 20,000 0 郵便振替手数料、他

合　計 607,406 593,917 △ 13,489

当期増減 125,754 147,283 21,529

前 年 度 繰 越 1,252,503 1,419,887 167,384

次期繰越金 1,378,257 1,567,170 188,913

３．特別積立金

前年度積立金 繰越金 増減額
(A) (B) (B)-(A)

積 立 金 2,000,000 2,000,000 0 きらぼし銀行定期預金

科 目 摘　　要

2021年度　予 算
                                                                                                                            日本測量者連盟

（自  2021年4月1日　至　2022年3月31日）

科　目 摘　　要

科　目
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国際測量者連盟総会及び作業週間 2021 参加報告（概要） 

 

2021 年の国際測量者連盟作業週間(FIG e-Working Week 2021)に参加したので、その概要

を報告する。今回は、新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けて延期となった昨年のアム

ステルダム会合の 1 年越しの会合となるはずであったが、感染の収束が見通せないために

FIG 始まって以来のオンライン開催となった。 

 

1. 会合のテーマ 

昨年と同じテーマ Smart Surveyors for Land and Water Management に副題として

Challenges in a New Reality を付記 

 

2. 主催 

国際測量者連盟 

LOC: Geo-Informatie Nederland (GIN); The Netherlands’ Cadastre, Land Registry and 

Mapping Agency (Kadaster); ITC University of Twente 

 

3. 開催会場 

オンライン：バーチャル会議のプラットフォームは hopin を使用 

講演、パネルディスカッションを行う Stage、小集団（20 名までの討議参加と 500 名ま

でのオブザーバ）でオープンな議論を行う session、個人的に話を行う Networking、LOC メ

ンバー団体やスポンサー企業の展示を行う Exhibition の各部屋が用意されていた。Staiger

会長、Friis-Hansen 事務局長と LOC はオランダ国 Apeldoorn に設置されたスタジオで全体

の進行を行った。 

 

4. 期間 

2021 年 6 月 20 日～25 日 

総会： 6 月 20 日（日）及び 25 日（金） 

作業週間： 6 月 21 日（月）から 24 日（木）まで 

会議は概ね現地の中央ヨーロッパ夏時間（日本時間の時差は+7 時間）の 8 時頃から 23 時

頃の間に 30 分から 1 時間のブレイクを挟みながらパラレルで開催された。 

なお、Young Surveyors Conference は 5 月 15-16 日に別途オンラインで開催された。 

 

5. 参加者 

今会合には 110 か国から 1301 名の参加者が登録した。 

日本からの参加者は JFS に連絡をいただいた 2 名の分科会委員長（宮原氏、海津氏）と

総幹事・副会長の村上の 3 名のほか、把握している範囲ではあと 3 名程度である。 
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6. 総会 

今年は 4 部構成であり、初日の 6 月 20 日に第 1 部と第 2 部、最終日の 25 日に第 3 部と

第 4 部が開催された。投票については電子投票システムを利用して行われた。 

① 第 1 部 

第 1 部では FIG 会長から、2019 年ハノイ会合以降の 2 年間の活動報告があった。また

2021 年会費について新型コロナウィルス感染の影響を配慮して当年に限り 20％の値下げ

をすることを理事会で決定したことが報告された。 

今後の開催地について、総会前日の理事会での議論において、2022 年開催地を新型コロ

ナ感染の現況から判断して南アフリカからポーランドに変更する提案となり、総会に改め

て提案された。それに伴い、開催予定地については以下の通りとなる。 

2022 年（時期未定）ポーランド、ワルシャワ（2025 年からの繰り上げ提案） 

2023 年（5/28-6/1）アメリカ、オーランド（決定済み） 

2024 年（時期未定）ガーナ、アクラ（2021 年からの繰り下げ、決定済み） 

2025 年（時期未定）オーストラリア、ブリスベン（提案） 

2026 年（時期未定）南アフリカ、ケープタウン（2022 年からの繰り下げ提案） 

そのほかの議事として、Engagement Committee を非公式かつ時限的に（2025 年まで）

設置する提案と、2019 年及び 2020 年の会計決算案報告、2021 年から 2024 年の予算案提

案、2022 年と 2023 年の会費を 2020 年と同額とする提案、2 つの新規加盟団体、3 名の名

誉会員の提案があった。 

② 第 2 部 

第 2 部においては今期改選の 2 名の副会長を 3 名の候補者から選任するため、各候補者

の紹介とそれぞれからの演説があった。3 名の候補者は次のとおりである。副会長に当選し

た者は今会合後直ちに任命される。 

 Ghana: Kwame Tenadu（新） 

 Nigeria: Mohammed Mamman Kabir（新） 

 Sweden: Mikael Lilje（現） 

各候補者の実績と貢献度を勘案して、村上総幹事は第 1 候補者として Lilje 氏、第 2 候補

者として Tenadu 氏に投票した。 

また、委員会 1～10 の次期議長 Chair Elect 候補者の紹介（候補者は各 1 名のため選挙は

なく信任のみ）があった。2022 年大会の承認を以て 2023-2026 年の議長となる。 

③ 第 3 部 

第 3 部では副会長に当選した 2 名（Lilje 氏（再任）と Tenadu 氏（新任））の発表があっ

た。なお、Tenadu 氏は 143 年の FIG の歴史上初のアフリカからの理事就任である。また、

会計決算その他の議事が承認されたことが発表された。翌年以降の開催地については、現下

の状況で柔軟な対応ができるよう、その決定を理事会に一任することが承認された。そのほ
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か、ガバナンス・タスク・フォースの過去 2 年間の活動報告として、FIG に対する 15 項目

の勧告があった。勧告の一つが総会議事でもある Engagement Committee の設置であり、

その他に、加盟団体・企業等にとっての利益の明確化、Young Surveyors Network の移行が

ある。 

④ 第 4 部 

第 4 部では新副会長の Lilje 氏と委員会議長らが FIG の国際活動について報告を行った。 

国際標準化においては ISO/TC211, TC172SC6, TC307 とリエゾンがあり、TC211 におい

ては LADM の標準化に深く関与している。また、国境測量と不安定な土地における国境、

UN-Habitat との協力、FIG 基金 20 周年等の活動について報告があった。 

以上の 4 部構成の総会については FIG ホームページから YouTube にリンクが張られて

おり、無料で動画を見ることができる。 

 

7. その他のセッション 

① FIG Member Association and Regional Bodies Forum 

会議のテーマは、1)若者を引き付けるにはどうするか、2)新型コロナウィルスの影響であ

った。いくつかの加盟団体と地域組織からテーマに沿って近況報告があった。多くの FIG

加盟団体において構成員の高齢化が進んでおり、若者を引き付ける必要性を訴えていた。女

性測量技術者の登用は欧州においてもまだ進んでいないようで、若者を増やすとともに女

性を増やすことも重視されている。また、新型コロナウィルスの影響については各国・地域

ごとに経済的影響が異なること、負の影響よりもオンライン会議やリモートワークへの動

きが加速されたという正の影響を述べる国も見られた。 

② President Meeting 

各加盟団体の代表者が集まる会議である。この会議においても新型コロナウィルスの影

響についての意見交換があったが、影響の大きさは国によって大きく異なること、今年の会

費を 20％割引にしたことは影響の大きかった国に対してよい姿勢を示したことになること、

今後の会場の選定にあたって今回は理事会に一任でよいが長期的には方法を考える必要が

ある、などの意見が出された。2012 年以降 Surveyor of the year を選んでいるが、今年は

Gauss を選んだとの話があった（選考過程は筆者には不明）。 

 

 

なお、FIG 総会及び作業週間 2021 の概要については定例の JFS 講演会（例年 8 月末に開

催）において報告することを検討している。 



 

日本測量者連盟役員等名簿 

      

   令和 ３年 ７月 30 日現在 

      

   （順不同・敬称略） 

      

 

      

会 長 清 水 英 範 （公社）日本測量協会会長    

 

 

副 会 長 上 條 勝 也 （一財）測量専門教育センター会長   

副 会 長 村 上 真 幸 （公社）日本測量協会副会長    

 

 

理 事 岡 田 潤一郎 日本土地家屋調査士会連合会会長    

理 事 岸 田 弘 之 （一財）全国建設研修センター専務理事 

理 事 住 田 英 二 （公社）日本測量協会専務理事    

 

      

監 事 大 森   均 （一財）全国建設研修センター理事・事務局長 

監 事 宮 山 博 文 （一財）測量専門教育センター理事・事務局長  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考  

 

第 1 分科会委員長       

第 2 分科会委員長       

第 3 分科会委員長  平 田 更 一 立正大学地球環境科学部部外研究員

第 4 分科会委員長       

第 5 分科会委員長 (測地) 宮 原  伐折羅 国土地理院測地部計画課長  

         (地図) 福 島 芳 和 （株）パスコ 技師長   

第 6 分科会委員長        

第 7 分科会委員長  海 津   優 （株）パスコ   

  

第 8 分科会委員長       

第 9 分科会委員長        

第 10 分科会委員長        

第 11 分科会委員長  藤 井 十 章 日本土地家屋調査士会連合会 

    

        

        

総幹事  村 上 真 幸  (公社)日本測量協会副会長   

  

事務局長 藤 田 直 之 （公社）日本測量協会理事・事務局長  

   

局員  田 中 康 公 （公社）日本測量協会総務部部長代理  

   


